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チャレンジデー2019の結果
暮らしと地域支えあいに関する調査の結果報告
後期高齢者医療制度に関するお知らせ
水害・土砂災害の防災情報伝達の変更
特定外来生物（植物）を駆除しましょう
市内行政施設の敷地内禁煙状況
青少年の非行・被害防止全国強調月間
消防大会結果／心の眼
情報コーナー
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小学校・中学校にエアコンを設置しました／
市議会6月定例会／
グリーンカーテンを設置しましょう
しんたいのちょっと耳よりな話
小学校運動会フォトレポート／保健補導員会だより
地域おこし協力隊が行く
小学区単位の地域づくり通信
まるごと生活百科
すくすく育てとうみっ子／トピックス（地域の話題）

表紙写真「右 ： 大迫　傑選手（ナイキ・オレゴン・プロジェクト） 湯の丸高原トレーニング中」

No.183
市報

目
次



市内の
取り組み

１
８
２
６
１
人
が
参
加
、青
森
県
藤
崎
町
と
対
戦

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９

　

毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
午
前
０
時
か
ら
午
後
９

時
の
間
、
15
分
間
以
上
継
続
し
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
行
っ
た
住
民
の
参
加
率
を
競
い
合
う
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
2
0
1
9
」（
主
催
：
公
益
財
団
法
人
笹
川

ス
ポ
ー
ツ
財
団
）
が
5
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
今
年
は
、
参
加
12
回
目

の
青
森
県
藤
崎
町
と
競
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
リ
オ
五
輪
競
泳
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
金か
ね

藤と
う

理り

絵え

さ
ん
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
9
東
御

市
応
援
団
長
」
と
し
て
迎
え
、
金
藤
さ
ん
に
よ
る
水

泳
教
室
、
湯
の
丸
高
原
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、

道
の
駅
「
雷
電
く
る
み
の
里
」
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
公
式
競
技
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
体
験
な
ど
の
催
し
物

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、中
央
公
園
第
一
体
育
館
に
て
、N
H
K
「
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
10
代
目
体
操
の
お
兄
さ
ん

で
あ
る
佐
藤
弘
道
さ
ん
を
お
招
き
し
、
親
子
体
操
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
、
企
業
、
学
校
、
体
育
協
会
加
盟
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
個
人
で
の
参
加
を
合
わ
せ
て
最
終
参
加
率

は
60
・
3
%
で
、
青
森
県
藤
崎
町
の
参
加
率
70
・

4
%
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
市
の
通
算
成
績
は
３
勝
３
敗
と
な

り
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
75

－

１
４
５
５

東御市

WIN

18,261人

60.3％

（１月１日現在の人口 30,259人） （１月１日現在の人口 15,159人）
藤
ふ じ

崎
さ き

町
ま ち

（青森県）

10,666 人

70.4％

▲親子体操（和保育園）

▲早朝ウォーキング（中央公園）▲社内美化（㈱タイヨーエンジニヤ）▲チャレンジとうみ15分体操（市民交流広場）

参加人数

参加率
VS

6:008:008:00
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▲親子運動あそび（東部子育て支援センター）▲湯の丸高原ウォーキング教室▲会社構内ウォーキング（コトヒラ工業㈱）

▲ウォーキング
（シチズンファインデバイス㈱北御牧事業所）

▲15分体操（八十二銀行田中支店）

▲早朝ヨガ

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
第
一
体
育
館
を
会
場

に
４
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

親
子
体
操
で
は
音
楽
を
使
っ
た
〝
リ
ズ

ム
体
操
〟
や
親
の
体
を
遊
具
に
し
て
遊
ぶ

〝
じ
ゃ
れ
つ
き
遊
び
〟
な
ど
、
親
子
の
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
た
遊
び
を
数
多

く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
ろ
み

ち
お
兄
さ
ん
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
み
な
が
ら
親
子
一

緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▶
盛
り
上
が
る
会
場
の
よ
う
す

▶
ひ
ろ
み
ち
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
体
操

藤崎町では…

10:0010:3012:30

12:30

16:30

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

10
代
目
体
操
の
お
兄
さ
ん 

佐
藤
弘
道
さ
ん

「
ひ
ろ
み
ち
お
兄
さ
ん
と
親
子
体
操
」
開
催
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平
均
寿
命
が
男
性
81
歳
、
女
性
87
歳
と

な
り
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
要
介

護
状
態
で
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
・
役
割
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
整
備
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

少
子
化
や
核
家
族
化
、
介
護
の
働
き
手
不

足
な
ど
が
進
む
中
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ

け
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
に
あ
る

自
助
・
互
助
の
力
も
活
用
し
た
支
え
あ
い

の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
で
は
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
方
々
の
生
活
状

況
や
今
後
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る
た
め
、

公
益
財
団
法
人
身
体
教
育
医
学
研
究
所
と

協
力
し
「
暮
ら
し
と
地
域
支
え
あ
い
に
関

す
る
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
の
中
で
、こ
の
紙
面
で
は「
暮

ら
し
と
地
域
支
え
あ
い
」
に
関
わ
る
主
要

な
点
の
み
ご
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
報
告

書
は
市
の
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

福
祉
課
で
の
貸
し
出
し
等
で
閲
覧
が
可
能

で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

寿
命
・
健
康
寿
命
と
の
関
連
が
深
い
と

さ
れ
る
「
主
観
的
健
康
感
」
や
、
長
寿
社

会
だ
か
ら
こ
そ
大
切
な
概
念
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
「
主
観
的
幸
福
感
」

を
尋
ね
ま
し
た
。「
主
観
的
健
康
感
」が「
と

て
も
よ
い
」
か
「
ま
あ
よ
い
」
と
答
え
た

方
は
全
体
の
83
％
で
、「
主
観
的
幸
福
感

（
と
て
も
幸
せ
（
10
点
）
～
と
て
も
不
幸

（
0
点
））」
の
全
体
平
均
は
7
・
3
点
で

し
た
。
そ
し
て
、
図
に
示
す
通
り
、
健
康

感
と
幸
福
感
は
強
い
関
連
性
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

調
査
は
、市
内
の
65
～
74
歳
の
方
（々
要

介
護
１
以
上
の
方
は
除
く
）
を
対
象
に
、

平
成
30
年
11
月
に
4
4
3
3
名
へ
郵
送

依
頼
し
、
2
4
5
7
名
か
ら
ご
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
（
回
収
率
55
・
4
％
）。

　

調
査
項
目
は
、
国
の
「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
実
施
の
手
引

き
（
2
0
1
6
年
）」
と
、
市
の
「
健

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

～
東
御
市
・
暮
ら
し
と
地
域
支
え
あ
い
に
関
す
る
調
査
の
結
果
報
告
～

主
観
的
な
健
康
感
と
幸
福
感

調
査
実
施
の
背
景

主
な
調
査
結
果

調
査
の
概
要

回答者の性別・年代別の内訳

性　別 年代別

男性：48％

女性：52％

65～69歳：53％

70～74歳：47％

康
と
地
域
支
え
あ
い
に
関
す
る
調
査

（
2
0
1
4
年
）」
を
参
考
に
、
①
健
康

状
態
、
②
日
常
生
活
動
作
、
③
地
域
で
の

つ
な
が
り
状
況
や
社
会
参
加
の
頻
度
、
④

人
々
へ
の
信
頼
や
助
け
あ
い
へ
の
認
識
、

⑤
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
に
あ
た
っ
て
課

題
に
感
じ
る
点
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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か
つ
、
一
人
ひ
と
り
の
主
観
的
幸
福
感
に

も
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
関
わ
り
あ
い

や
、
あ
ま
り
高
頻
度
で
は
な
い
活
動
参
加

で
あ
っ
て
も
、
主
観
的
幸
福
感
と
の
関
連

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
以
後
の
支

え
あ
い
・
助
け
あ
い
に
つ
な
が
る
関
係
づ

く
り
へ
の
発
展
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
中
で
無
理
な
く
実
践
可
能
な
自

助
・
互
助
を
皆
で
共
に
考
え
、
そ
う
し
た

活
動
が
少
し
ず
つ
で
も
広
が
っ
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
観
的
幸
福
感
が
高
か
っ
た
人
と
低

か
っ
た
人
と
で
回
答
の
傾
向
を
比
較
し
た

　
「
今
後
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
・
助
け

あ
い
で
、
必
要
と
思
う
こ
と
は
何
で
す

か
？
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
、
回
答

が
多
い
順
に
、
複
数
回
答
で
①
安
否
確

認
（
47
％
）、
②
話
し
相
手
（
37
％
）、
③

ゴ
ミ
出
し
（
35
％
）、
④
日
用
品
の
買
い

主
観
的
幸
福
感
と
関
係
す
る
も
の

ま
と
め

よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
に

　
誰
も
が
で
き
る

　
　「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
」

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
係

　

☎
64

－

５
０
０
０

幸福感が高いことに関連

◦人とのつきあいがある。

◦生活面で協力しあっている人がいる。

◦住んでいる区は地域活動が盛んだと感じる。

◦何らかの活動に年数回でも参加している。

◦昨年と比べても外出回数が減っていない。

◦年1回以上、近所の方とお茶飲みをする。

幸福感が低いことに関連

◦活動能力や運動機能等の低下がある。

◦助けあいの関係にある人が少ない。

◦昨年よりも外出回数が減っている。

◦外出を控えている。

◦誰かと一緒に食事をすることが少ない。

◦近所で面識・交流のある人が少ない。

主
観
的
幸
福
感
（
最
大
10
点
）

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

（点）

とてもよい

8.2

7.2
6.1

4.6

8.7
7.5 6.5

6.3

まあよい

主 観 的 健 康 感

あまりよくない よくない

男性 女性

主観的健康感が「とてもよい」と
回答された方の幸福感の平均点

全体の平均点 7.3

物
（
31
％
）、
⑤
庭
木
の
手
入
れ
（
26
％
）、

⑥
用
事
の
た
め
の
付
き
添
い
（
26
％
）、

⑦
交
流
の
場
へ
の
お
誘
い
（
25
％
）、
の

7
項
目
で
そ
れ
ぞ
れ
20
％
以
上
の
人
が
必

要
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
結
果
を
総
合
的
に
見
る

と
、
あ
ま
り
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
て
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
や
声
が
け
、
関
係
づ

く
り
が
、
お
互
い
の
支
え
あ
い
・
助
け
あ

い
で
も
必
要
と
思
わ
れ
て
い
る
し
、
な
お

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま

し
た
（
主
な
結
果
の
抜
粋
）。

主観的幸福感の平均点
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後期高齢者医療制度に
　　　関するお知らせ

　現在お使いの後期高齢者医療被保険者証（保険証）は、７月 31日で有効期限が切れるため使え
なくなります。
　７月末までに新しい保険証（桃色）をお送りします。８月１日以降は新しい保険証をお使いくだ
さい。

　有効期限が令和元年（平成 31 年）7月
31 日までの認定証（限度額適用・標準負
担額減額認定証または限度額適用認定証）
をお持ちで、今年度も引き続き各認定証の
交付対象となる方には、7月末までに新し
い認定証を郵送でお送りします。（保険証
とは別便でお送りします。）

◦住所、氏名、一部負担金の割合など、保険証の記載内容を必ず確認してください。
◦令和元年 8 月 1 日以降、医療機関等にかかるときは、窓口で必ず、新しい保険証（桃色）

を提示してください。

保険証が更新されます

限度額適用・標準負担額減額認
定証、限度額適用認定証が更新
されます

新しい保険証（桃色）

この封筒に入っています

限度額適用・標準負担額
減額認定証

限度額適用認定証

●問い合わせ先　　市民課　国保年金係　☎ 75－８８１０
　　　　　　　　　長野県後期高齢者医療広域連合　☎ ０２６－２２９－５３２０
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水害や土砂災害時の
避難情報の伝え方が変わりました

　このたび、大雨等による水害や土砂災害発生の可能性が高くなった際の、避難情報の伝え方が全国一斉に変わ
りました。
　市では防災ラジオやメール配信＠とうみなどを使い、これらの情報伝達を行いますので、下表についてご留意
ください。
　まずは、日ごろから災害への備えが大切です。ご家族、ご近所で災害に備えましょう。

●問い合わせ先　総務課　防災係　☎ 62 －0119

■緊急放送、緊急放送、警戒レベル４、避難開始。
　緊急放送、緊急放送、警戒レベル４、避難開始。
■こちらは、東御市です。
■○○地区に洪水に関する警戒レベル４、避難勧告を
　発令しました。
■○○川が氾濫するおそれのある水位に到達しました。
■○○地区の方は、速やかに全員避難を開始してください。
■避難場所への避難が危険な場合は、近くの安全な場所
　に避難するか、屋内の高いところに避難してください。

避
難
勧
告
の

伝
達
文
例

警　戒
レベル

４

呼びかけの
一例 警戒レベルととるべき行動を端的に伝えます

避難勧告の発令を伝えます

とるべき行動を伝えます

災害が切迫していることを伝えます

［警戒レベル］で避難のタイミングをお伝えします。

［警戒レベル❸、❹］が
発令された地域に
お住まいの方は、
速やかに避難してください。

次のような内容で市から避難行動を呼びかけます！

警戒レベル
1

警戒レベル
2

全
員
避
難！

高
齢
者
等
は

避
難！

安全な場所へ
避難

（市が発令）

避難に時間を
要する人は避難

（市が発令）

避難行動の
確認

（気象庁が発表）

心構えを
高める

（気象庁が発表）

［警戒レベル❺］（市が発令）は既に災害が発生している状況です。

警戒レベル

❹
警戒レベル

❸

市報とうみ（2019年7月）7



　特定外来生物とは、その旺盛な繁殖力により地域の生態系等に影響を与えるものとして「特定外来生物による生
態系等に係る被害の防止に関する法律」により、飼育、栽培、保管、運搬、輸入等が規制されている生物のことです。
　市内でもアレチウリやオオキンケイギクなどの特定外来植物が多く見受けられ、皆さまにも駆除のご協力をいた
だいているところですが、さらに多くの方に特定外来植物について知っていただくため、市内に生えている3種を
ご紹介します。

写真は下記のホームページより転載・加工をしています。
【環境省】http://www.env.go.jp/nature/intro/index.html

特定外来生物（植物）を
駆除しましょう

　刈り取りでも一定の効果は見込めますが、ほかの植物への影響や、種以外に根から増える外来植物もあ
るため、抜き取りによる駆除の方が確実で効果的です。
　また、駆除した植物を処理業者へ持ち込む際には、種や根が広がらないように、ゴミ袋などで密閉して
から持ち込むよう、お願いいたします。

市内で確認されている特定外来生物（植物）

●問い合わせ先　生活環境課　環境対策係　☎ 64 －5896

　開花期は８～ 10月。生育速度
が非常に速いつる性植物で、長さ
数m～数十mになる。ほかの植
物に被さるように成長し、枯らし
てしまう。
　同じつる性植物の葛に似ている
が、アレチウリは葉の形が角ばっ
ており、きゅうりなどと同じく巻
きひげがある。
　種によって増えるため、種が付
く９月前に駆除することが大切。

　開花期は５～７月。高さは 0.3
～ 0.7m程度で、花の直径は５～
７cmほど。キク科できれいな花
を咲かせるが、その強靭な生命力
で在来植物を駆逐してしまう。
　コスモスなどに似ているが、花
びらの先端は不規則に４～５つに
分かれており、花の中央も同じ色
をしている。また、細長いへら状
の葉が根元に近い位置から生えて
いる。
　根を残すとまた生えてきてしま
うため、抜き取りによる駆除が推
奨される。

　開花期は７～ 10月。高さ 0.5
～３m程度にまでなり、直径６～
10cmほどの黄色い花をつける。
その背の高さ、生命力からほかの
植物を駆逐してしまう。
　上部の葉は短い柄で葉も分かれ
ておらず、下部の葉には長い柄が
あり、ヨモギのように５～７つに
分かれている。
　根を残すとまた生えてきてしま
うため、抜き取りによる駆除が推
奨される。

アレチウリ オオキンケイギク オオハンゴンソウ

駆除のポイント

（2019年7月）市報とうみ 8



市所有施設の受動喫煙対策が
７月１日から変わります

　喫煙場所には左記標識の掲示
が義務付けられています。
　敷地内禁煙施設で、その場所
が特定屋外喫煙所であることを
示す標識です。
　この標識が掲示された場所以
外は全て禁煙です。

　ただし、屋外で受動喫煙を防止するために必要な措置がとられた場所（特定屋外喫煙場所）では、喫煙が可能です。
　「喫煙」には加熱式たばこを吸うことも含まれます。

　望まない受動喫煙を防止する
ため、喫煙はマナーからルール
へ変わりました。
　施設や駐車場を利用する団体
および個人、業者、送迎に訪れ
た方も含まれますので、終日の
敷地内禁煙にご協力をお願いし
ます。

お願い

市所有施設 特定屋外喫煙場所
設置の有無

特定屋外喫煙場所
設置箇所 問い合わせ先

小中学校 無 ― 教育課
☎ 64−5879児童館 無 ―

保育園 無 ― 子育て支援課
☎64−5903子育て支援センター 無 ―

市役所本館、別館、
図書館、勤労者会館 有 ◦市役所中庭奥

◦本館 3階外階段踊り場
総務課
☎64−5876

中央公民館 有 ◦3階非常階段踊り場 生涯学習課
☎64−5885北御牧庁舎 有 ◦旧バス車庫横

東部人権啓発センター 無 ― 人権同和政策課
☎64−5902北御牧人権啓発センター 無 ―

総合福祉センター 無 ― 福祉課　　　☎64−8888
健康保健課　☎64−8883

市民病院 無 ― 市民病院
☎62−1711みまき温泉診療所 無 ―

　改正健康増進法に基づき下表のとおり、建物内はもちろん駐車場を含む敷地内が終日禁煙です。

●問い合わせ先　健康保健課　健康増進係　☎ 64 －8883
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地
域
で
育
て
よ
う

お
ら
ほ
の
子
ど
も

　

７
月
は
、
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

の
全
国
強
調
月
間
で
す
。

　

健
や
か
な
青
少
年
育
成
の
た
め
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
が
連
携
を
深
め
、
共
に
活
動

を
行
い
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　小
こ

山
やま

佳
か

代
よ

子
こ

顧問のもと、3年生の
楜
くるみ

澤
さわ

我
が

駆
く

翔
と

部長、新
あら

井
い

陽
はる

副部長、ほ
か 16名の部員で活動しています。
　例年子どもフェスティバル、市
ジュニアリーダー養成学校、田中ま
ちなかお化け屋敷、巨峰の王国まつ
りのスタッフとして参加していただ
いています。

東御清翔高等学校のボランティアクラブの紹介

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
課　

青
少
年
教
育
係　

☎
64

－

５
９
０
６

　

東
御
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
は
、

市
内
の
各
団
体
お
よ
び
関
係
機
関
な
ど
と

相
互
の
密
接
な
連
絡
お
よ
び
協
力
を
図
り
、

広
く
市
民
の
総
意
を
結
集
し
、
次
代
を
担

う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
組
織
で
す
。

６
月
５
日
、
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
７
月
・
11
月
の
強
調
月
間
の

街
頭
啓
発
活
動
の
計
画
等
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
塩し

お

川が
わ

壽ひ
さ

友と
も

会
長
よ
り
、
長
年
に

わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
功
績
を
た
た
え
、
４
名
の
方

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
９
代

目
歌
の
お
兄
さ
ん
杉
田
あ
き
ひ
ろ
さ
ん
に

よ
る
、
薬
物
の
怖
さ
に
つ
い
て
の
講
演
や

歌
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
内
小
学
校
の
５
・
６
年
生

を
対
象
と
し
て
、
1
学
期
中
の
水
曜
日
に

東
御
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

放
課
後
の
子
ど
も
の

遊
び
体
験
事
業

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
で
す

1
時
間
程
度
、
順
次
遊
び
体
験
事
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
放
課
後
に
様
々
な
遊
び

の
体
験
を
通
し
て
、
高
学
年
児
童
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
て
、
低
学
年
児
童
と
の
学

年
を
超
え
た
交
流
活
動
を
促
し
、
放
課
後

に
お
け
る
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
が
目
的

で
す
。

　

こ
の
事
業
の
遊
び
の
内
容
は
、
参
加
し

て
い
る
大
人
が
指
導
を
す
る
の
で
は
な
く
、

毎
回
東
御
清
翔
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
の
生
徒
が
参
加
児
童
の
人
数
や
様
子

に
よ
り
決
め
て
い
ま
す
。
初
め
に
、
簡
単

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
連
想

ゲ
ー
ム
か
ら
始
め
て
、
次
に
鬼
ご
っ
こ
を

改
良
し
た
遊
び
で
校
庭
全
体
を
走
り
回
れ

る
も
の
を
行
な
い
ま
し
た
。
最
後
は
児
童

か
ら
や
り
た
い
遊
び
を
提
案
し
て
も
ら
い
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
伸
ば
せ
る
よ
う

な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
な
か
で
小
学
生
は
楽
し
そ

う
に
体
験
し
て
お
り
、
参
加
児
童
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
積
極
性
が
１
時

間
の
活
動
中
に
も
成
長
し
て
い
る
の
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
回
高
校
生
が

一
生
懸
命
考
え
て
活
動
を
実
行
し
て
お
り
、

回
を
追
う
ご
と
に
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
、

高
校
生
に
お
い
て
も
大
切
な
経
験
に
な
っ

て
い
ま
す
。

受
賞
者
（
写
真
右
側
か
ら
）

小こ
ば
や
し林　

　

勝
ま
さ
る　

様
（
田
中
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

平ひ
ら
ば
や
し林　

政ま
さ

徳の
り　

様
（
滋
野
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

村む
ら

山や
ま　

弘ひ
ろ

子こ　

様
（
滋
野
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

別べ
っ

府ぷ　

英ひ
で

宣の
り　

様
（
祢
津
・
青
少
年
育
成
会
長
）
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平
成
か
ら
令
和
に
な
り
思
う
こ
と

（163）

あ
か
ほ
り

み
ね
は
る

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

赤
堀

　峰
晴

　
「
桃
の
蜜
手
の
ひ
ら
の
見
え
ぬ
傷
に
沁し

む
若
き
日
は
い
つ
い
か
に
終
わ
ら
む
」

　
「
手
の
ひ
ら
に
自
分
で
も
気
づ
か
な
い

ほ
ど
の
微
か
な
傷
が
あ
る
。
桃
の
果
汁
が

そ
の
傷
に
沁
み
る
。
そ
の
か
す
か
な
痛
み

に
よ
っ
て
、
自
分
の
手
に
傷
が
あ
っ
た
こ

と
に
作
者
は
初
め
て
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。

自
分
の
感
受
性
の
敏
感
さ
を
持
て
余
し
て

い
る
若
者
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。」

と
、
米よ

ね

川か
わ

千ち

嘉か

子こ

さ
ん
が
20
歳
で
詠
ん
だ

歌
を
、
大お

お

辻つ
じ

隆た
か

弘ひ
ろ

氏
が
農
業
新
聞
の
中
で

こ
う
解
説
し
て
い
た
。

　

桃
の
甘
い
汁
が
傷
口
に
ふ
れ
る
と
痛
い

と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
塩
分
や
酸
味
だ

け
が
傷
に
沁
み
る
と
思
っ
て
い
た
。
自
分

の
何
気
な
く
発
し
た
言
葉
も
、
誰
か
の
傷

口
を
痛
め
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
解
説
を

読
ん
で
、
ふ
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

共
働
き
で
、
子
ど
も
を
保
育
園
に
送

ろ
う
と
す
る
時
間
に
、
言
う
こ
と
を
聞
か

な
く
て
泣
き
出
し
、
つ
い
大
声
を
あ
げ
た
。

休
み
の
時
な
ら
ゆ
っ
く
り
お
付
き
合
い
も

で
き
る
が
、
時
間
が
な
い
と
き
に
限
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
。
自
分
勝
手
に
大
声

を
上
げ
て
な
だ
め
よ
う
と
す
る
が
、
逆
効

果
と
わ
か
っ
て
い
て
声
を
荒
立
て
る
。
子
ど

も
が
泣
い
て
知
ら
せ
る
時
、
何
か
そ
の
理

由
が
あ
る
と
冷
静
に
な
っ
て
思
う
の
は
、
孫

の
様
子
を
他
人
事
に
見
て
い
る
と
き
だ
。

　
「
し
つ
け
の
つ
も
り
で
や
っ
た
」
と
子

ど
も
を
虐
待
し
、
悲
し
い
結
果
が
新
聞
で

報
道
さ
れ
る
。
言
葉
で
十
分
説
明
で
き
な

い
子
ど
も
に
、
頭
ご
な
し
に
自
分
の
不
満

を
押
し
付
け
る
。
可
愛
い
笑
顔
に
癒
さ
れ

た
こ
と
は
忘
れ
て
、
自
分
が
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
か
ら
虐
待
が
止
ま
ら
な
い
。

　

小
学
生
が
い
じ
め
で
命
を
落
と
す
。
何

人
も
の
大
人
が
「
こ
ん
な
こ
と
は
こ
の
子

が
最
後
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
が
、

根
本
的
な
解
決
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
幼

い
命
が
消
え
て
ゆ
く
。

　

い
じ
め
に
早
く
気
が
付
い
て
と
訴
え
て

も
、
表
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
拡
散
し
て

い
く
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
は
、

大
切
な
親
に
は
心
配
を
か
け
た
く
な
い
の

で
一
人
悩
み
、
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
。
そ

う
い
う
経
験
が
な
い
周
り
の
大
人
は
、
気

が
付
か
な
い
し
、
い
じ
め
を
受
け
る
気
持

ち
も
わ
か
ら
な
い
の
で
対
策
も
と
れ
な
い
。

誰
も
が
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
時
代
を
体
験

し
て
来
て
い
る
の
に
、
今
は
そ
の
気
持
ち

が
わ
か
ら
な
い
。

　

平
成
か
ら
令
和
に
元
号
が
変
わ
っ
た
今
、

何
か
自
分
の
区
切
り
の
年
と
し
て
、「
出

来
事
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
を
、
じ
っ
く
り
と
考
え
な
が
ら
自
分
を

見
つ
め
な
お
し
て
ゆ
き
た
い
と
、
桃
の
歌

を
読
ん
で
思
っ
た
。

　

₆
月
₉
日
、
東
御
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
第
16
回
東
御
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
お

よ
び
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
頼

も
し
い
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
16
回
東
御
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
お
よ
び

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
開
催

分団名 担当区域

第₁分団 田 中 地 区

第₂分団 滋 野 地 区

第₃分団 祢 津 地 区

第₄分団 和 地 区

第₅分団 北御牧東部地区

第₆分団 北御牧西部地区

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　（
18
チ
ー
ム
出
場
）

優　

勝　

第
３
分
団
Ｃ

準
優
勝　

第
４
分
団
第
４
部

３　

位　

第
５
分
団
第
２
部

４　

位　

第
１
分
団
Ｂ

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　（

6
チ
ー
ム
出
場
）

優　

勝　

第
５
分
団

準
優
勝　

第
４
分
団

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　 

（
18
名
出
場
・
敬
称
略
）

優　

勝　

井い

出で

和か
ず

正ま
さ

（
第
６
分
団
第
２
部
）

準
優
勝　

中な
か

島じ
ま

昌ま
さ

宏ひ
ろ

（
第
４
分
団
第
２
部
）

３　

位　

荻お
ぎ

原わ
ら

悠ゆ
う

生き

（
第
２
分
団
第
３
部
）

４　

位　

依よ

田だ

雄ゆ
う

大た

（
第
５
分
団
第
２
部
）

▲規律とスピードが求められるポンプ操法

▲息の合った吹奏技術を披露するラッパ吹奏団体
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情 報 コ ー ナ ー

　
東
御
清
翔
高
校
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た
デ

ザ
イ
ン
を
も
と
に
、
東
御
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

婚
姻
届
用
紙
が
完
成
し
ま
し
た
。
く
る
み
、

ぶ
ど
う
、
ワ
イ
ン
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
東
御

市
ら
し
い
２
種
類
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
民
係
窓
口
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
︒
お
二
人
の
大
切
な
門
出
に

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

❖
臨
時
休
館
日
　
７
月
24
日
（
水
）

※
駐
車
場
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
︒

　
旅
行
な
ど
で
海
外
に
行
か
れ
る
方
は
、
感

染
症
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
渡
航
前
に
必
要
な
予
防
接
種
を
受
け
る

か
か
り
つ
け
医
や
海
外
渡
航
外
来
の
あ

る
医
療
機
関
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

②
渡
航
先
の
状
況
を
確
認
す
る

　
↓
厚
生
労
働
省
検
疫
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
↓
外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

③
現
地
で
は
﹁
感
染
源
﹂
に
注
意

　
・
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
・
動
物
に
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
。

　
・
生
水
、
生
も
の
は
口
に
し
な
い
。

④
帰
国
後
の
発
熱
、
お
う
吐
な
ど
の
体
調

悪
化
は
、
事
前
に
電
話
で
相
談
し
て
か

ら
受
診
す
る

❖
受
付
日
時
　
７
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
役
所
本
館
　
市
民
係
窓
口

※
運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
公
的
証
明

書
の
提
示
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
無
い
場
合
の
持
ち
物
等
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　国民年金保険料を未納のままにしていると、将来の老齢年金や、いざというときの障害年金・遺族年金を受け取
れない場合があります。それを防ぐため、本人の申請で、保険料が「全額免除」または「一部免除」、「納付猶予」さ
れる制度があります。
❖申請するメリット

①保険料免除が承認された期間は、受給資格期間（年金を受け取るために必要な期間）に含まれます。
②保険料を全額免除された場合、その期間、将来の年金額は保険料を納めた場合の２分の１の額となります。
　（申請をせず、未納となった場合は受け取れません。）
❖申請期間　７月～令和２年６月
❖免除額と保険料（令和元年度の月額）

❖申請時の持ち物
・個人番号確認書類（マイナンバーカード、通知カード）または年金手帳　　・印鑑
・離職を原因として申請する場合は｢雇用保険被保険者 離職票｣または｢雇用保険受給資格者証｣
❖その他
　・審査は、本人・配偶者・世帯主それぞれの前年所得で行います。
　・過去に保険料の未納期間がある場合、過去２年前（申請月の２年１カ月前の月分）まで免除の申請が可能です。
　・年金受給資格期間や未加入月数などについては、小諸年金事務所へお問い合わせください。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
印
刷
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
婚
姻
届
の
詳
し
い
書
き
方
、
提
出
方
法
な

　
ど
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免除区分 全額 ４分の３ 半額 ４分の１
免除額 16,410円 12,310円 8,200円 4,100円

保険料 0円 4,100円 8,210円 12,310円

お
知
ら
せ

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
が
使
え
ま
す

道
の
駅「
雷
電
く
る
み
の
里
」臨
時
休
館

海
外
で
の
感
染
症
予
防
を
し
ま
し
ょ
う

７
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
申
請
の
お
知
ら
せ

令和元年度　国民年金保険料免除申請のご案内

HP

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係

　
☎
64
︱
８
８
８
２

問
／
市
民
課
　
市
民
係
　
☎
75
︱
２
０
０
７

問
／
農
林
課
　
担
い
手
支
援
係
　

☎
64
︱
０
５
３
５

問
／
市
民
課
　
市
民
係
　
☎
75
︱
２
０
０
７

　／小諸年金事務所　☎0267−22−1080　　市民課　国保年金係　☎75−8810問

☎…電話　Ⓕ…FAX　　…Ｅメール　 HP …市ホームページ

●参加費、申し込み等は、必要な場合のみ記載しています。
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情 報 コ ー ナ ー

　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
、
６
月

１
日
現
在
、
市
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
に
は
ご
案
内
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
事
務
局
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
以
前
に
市
内
在
住
で
、
現
在
は
住
民
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

７
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
８
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
受
付
　
午
後
１
時
～
　

　
　
　
　
式
典
　
午
後
２
時
～
　

　
　
　
　
祝
賀
会
　
午
後
４
時
～
　

❖
場
所
　
ラ
・
ヴ
エ
リ
テ

❖
会
費
　
式
典
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
予
定
、
記
念
品
代
を
含
む
）

　
　
　
　
祝
賀
会
　
２
０
０
０
円
（
予
定
）

❖
お
願
い
　
　

・
会
場
内
で
の
飲
酒
や
、
酒
類
の
持
ち
込

み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
飲
酒
さ
れ
た
方
の
ご
入
場
は
お
断
り
し

ま
す
。

・
他
の
方
の
迷
惑
に
な
る
場
合
は
、
ご
退

場
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　風しんの流行を防ぐため、追加的対策を期間限定で実施します。対象は、予防接種を受ける機会がなかった、抗
体保有率の低い世代の成人男性です。対象者には、風しんの抗体検査と予防接種を受けるためのクーポン券を送付
します。お手元に届いたら、検査を受け、十分な抗体がないと判定された方は予防接種を受けてください。
❖対象　昭和37年（1962年）４月２日〜54年（1979年）４月１日の間に生まれた男性で、市内に居住する方
　　　※今年度は、昭和47年４月２日～54年４月１日生まれの対象者にクーポン券を送付します。これ以外の対

　　　象者には来年度にクーポン券を送付します。ただし、希望される方には随時交付しますので申し出てく
　　　ださい。

❖対策期間　令和４年（2022年）３月31日まで

【世代別予防接種の状況（抗体保有率）】

今年度到達年齢　　　　　  29歳　　　　　　　　   40歳　　　　　　　　　　　　　　 57歳　　　　　　　
　　　　　　　（平成２年４月２日生）　（昭和54年４月２日生）　　　　　　（昭和37年４月２日生）

※50歳代後半より上の世代は、ほとんどの方が既に風しんにかかって抗体を持っています。

❖
そ
の
他
　
成
人
式
を
運
営
す
る
実
行
委
員

　
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
の
ほ
と
ん
ど
は
、
赤
血

球
や
血
小
板
な
ど
成
分
別
の
輸
血
用
血
液
製

剤
と
し
て
病
気
の
治
療
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

❖
長
野
献
血
ル
ー
ム
へ
も
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
場
所
　
長
野
市
鶴
賀
問
御
所
町

　
　
　
　TO

iG
O

 W
est 

２
階

　
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
５
時

　
電
話
　
０
２
６
︱
２
１
９
︱
２
４
８
０

　
予
約
専
用
　
０
１
２
０
︱
10
︱
６
９
７
９

　
定
休
日
　
12
月
31
日
、
１
月
１
日

血
液
製
剤
の
約
３
分
の
１
は
が
ん
治
療
に
使

わ
れ
ま
す
。

　妊娠初期の女性が風しんに感染すると、生まれてくる赤ちゃんが、生まれつきの心臓病や目、耳に障がいの現れ
る「先天性風しん症候群」にかかる恐れがあります。
　妊婦さんやこれからお母さんになられる方のご家族は、抗体検査と予防接種を受けましょう。

男 ２回接種（96%） １回接種（90%） 接種なし（80%）⇒対象者 接種なし（91%）

女 ２回接種（97%） １回接種（95%） 中学で１回集団接種（98%） 接種なし（86%）

実施日 場　所 受付時間
８月３日
（土） アリオ上田 午前９時30分〜

午前11時30分
午後１時〜
午後４時

８月12日
（月） イオン上田店

８月30日
（金）

市保健センター
（総合福祉
　センター２階）

午前９時30分〜
午前11時30分

❖
献
血
の
お
知
ら
せ

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

令
和
元
年
度
　
成
人
式

風しんの抗体検査・第５期定期予防接種

　／健康保健課　保健係　☎64−8882　問

　
　
・
問
／
東
御
市
成
人
式
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
・
公
民
館
係
）

　
　
　
☎
64
︱
５
８
８
５

申
込

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係
　
☎
64
︱
８
８
８
２
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❖
日
時
　
７
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
講
義
室

❖
演
題
　
「
今
ど
き
の
結
婚
事
情
　

　
　
　
～
楽
し
く
婚
活
を
応
援
し
よ
う
～
」

❖
内
容
　
現
代
の
結
婚
事
情
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
親
と
し
て
ど
ん
な
応
援
が
で
き
る

の
か
、
ど
う
向
き
合
う
か
共
に
学
び
ま
す
。

　
市
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で

消
火
栓
の
定
期
点
検
を
実
施
し
ま
す
。
今
年

度
の
点
検
は
滋
野
地
区
の
一
部
、
田
中
地
区

の
一
部
、
北
御
牧
地
区
の
東
御
市
上
水
道
給

水
区
域
全
て
の
消
火
栓
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

作
業
中
は
看
板
を
設
置
し
、
安
全
対
策
を
十

分
に
行
い
ま
す
が
、
近
く
を
通
行
す
る
際
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
火
栓
の
開
閉
に
伴
い
、
水
道
水
に
一
時

的
に
濁
り
水
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
濁
り
水
が
き
れ
い
に
な
る
ま

で
水
を
流
し
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
講
師
　
若
井
結
婚
セ
ン
タ
ー
代
表

　
　
　
　
若わ

か
い井

　
順じ

ゅ
ん
こ子 

氏

❖
申
込
期
限
　
７
月
26
日
（
金
）

　
夏
の
風
物
詩｢

花
火｣

。
子
供
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
み
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
、
取

り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
火
傷
な
ど
の
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

❖
花
火
に
よ
る
事
故
の
例

・
自
宅
前
で
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
屋
根
の
上
に
落
ち
て
火
災
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
花
火
を
分
解
し
火
薬
を
容
器
に
入
れ
て

遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
爆
発
。
親
指
の
付

け
根
を
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
。

❖
花
火
を
す
る
時
の
注
意
点

・
気
象
条
件
を
考
え
、
風
の
強
い
と
き
は

花
火
を
し
な
い
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、
広
く
て
安

全
な
場
所
を
選
ぶ
。

・
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
と
一
緒
に

行
う
。

・
説
明
書
を
よ
く
読

み
、
注
意
事
項
を

守
る
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
遊
び
終
わ
っ
た

花
火
は
必
ず
水
に

つ
け
る
。

❖
開
催
日
　
10
月
26
日
（
土
）

❖
場
所
　
長
野
運
動
公
園
総
合
運
動
場

❖
競
技
種
目
　
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ

　
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

　
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ

　
タ
ン
ク
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
弓
道
、
テ

　
ニ
ス
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

❖
参
加
資
格
　
県
内
在
住
で
昭
和
35
年
４
月

　
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方

❖
申
込
期
限
　
８
月
23
日
（
金
）

❖
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
書
（
競
技
別
）
は
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

❖
参
加
費
　
５
０
０
円（
資
料
・
保
険
料
等
）

❖
出
演
日
時
（
予
定
）
　

　
９
月
21
日
（
土
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　
９
月
22
日
（
日
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

※
出
演
時
間
は
10
～
20
分
程
度
で
実
行
委
員

会
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
ま
す
。

❖
場
所
　
東
御
中
央
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ

❖
募
集
内
容
　
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
パ
フ
ォ
ー

　
マ
ン
ス
な
ど
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や
個
人

❖
申
込
期
限
　
８
月
６
日
（
火
）

❖
申
込
方
法
　
申
し
込
み
シ
ー
ト
を
事
務
局

へ
請
求
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　（
持
参
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
、郵
送
可
）

❖
注
意
事
項

・
お
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。
日
程
、
時
間
は
可
能
な
限
り
調

整
し
ま
す
が
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

・
出
演
内
容
に
よ
っ
て
は
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
出
演
料
や
出
演
経
費
、
交
通
費
等
は
お

支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

・
出
演
は
東
御
市
民
を
優
先
し
ま
す
。

催
し

結
婚
活
動
支
援
講
演
会

消
火
栓
点
検
作
業

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

募
集

２
０
１
９
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

巨
峰
の
王
国
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

HP

　
　
・
問
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
係

　
☎
64
︱
５
８
１
４

申
込

問
／
上
下
水
道
課
　
水
道
係☎

64
︱
５
８
８
４

問
／
東
御
消
防
署
　
予
防
係
　
☎
62
︱
０
１
１
９

　
　
・
問
／
福
祉
課
　
高
齢
者
係

☎
75
︱
５
０
９
０

（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６
︱
２
２
６
︱
３
７
４
１

　H
P  http://w

w
w

.nicesenior.or.jp/

申
込

　
　
・
問
／
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
実
行
委
員

　
会
事
務
局
（
農
林
課
　
農
政
係
）

☎
64
︱
５
８
９
４
　
Ⓕ
64
︱
５
８
８
１

nousei@
city.tom

i.nagano.jp

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

　
市
で
は
ペ
ー
ジ
数
の
削
減
や
分
か
り
や
す

い
紙
面
を
目
標
に
、
市
報
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
見
直
し
後
の
広
報
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
企
画
振
興
課
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

❖
見
直
し
た
点
　
４
月
か
ら
、
１
日
号
の
お

知
ら
せ
版
を
本
紙
と
合
冊
し
、
情
報
コ
ー

ナ
ー
と
し
ま
し
た
。
16
日
号
の
お
知
ら
せ

版
は
本
紙
と
同
じ
右
開
き
へ
変
更
し
、
基

本
的
に
縦
書
き
と
し
ま
し
た
。

❖
提
出
期
限
　
７
月
31
日
（
水
）

❖
提
出
方
法
　
任
意
の
様
式
に
記
載
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

HP HP

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
政
運
営
に
活
か
し

ま
す
。

❖
受
付
期
間
　

　
７
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

❖
提
言
の
テ
ー
マ

・
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支

援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
地
域
の
魅
力
向
上
と
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

❖
提
言
書
の
記
入
方
法

　
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。
ま
た
、
投
書
箱
設
置
場
所
に
も

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

❖
提
言
書
の
送
付
方
法

投
書
箱
へ
の
投
か
ん
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

❖
投
書
箱
の
設
置
場
所

市
役
所
本
館
１
階
、
北
御
牧
庁
舎
１
階
、

市
民
ラ
ウ
ン
ジ
、
中
央
公
民
館
２
階

❖
提
言
書
の
取
り
扱
い

・
正
確
な
記
入
が
な
い
場
合
は
、
回
答
し

ま
せ
ん
。

・
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集
し

た
う
え
で
、
市
報
と
う
み
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
匿
名
の
方
か
ら
の
提
言
、
ま
た
は
特
定

の
個
人
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
回
答
し
ま
せ
ん
。

❖
開
催
日
　
８
月
25
日（
日
）、26
日（
月
）

❖
場
所
　
浅
間
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

❖
参
加
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

❖
参
加
費
　
一
般
　
２
０
０
０
円

　
東
御
市
ゴ
ル
フ
協
会
員
　
１
０
０
０
円

❖
プ
レ
ー
費
・
定
員

25
日
（
日
）
８
９
０
０
円
、
２
０
０
名

26
日
（
月
）
６
９
０
０
円
、
２
０
０
名

※
プ
レ
ー
費
に
は
昼
食
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
代
を
含
み
ま
す
。

❖
申
込
期
間

　
７
月
10
日
（
水
）
～
25
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

❖
申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
先
着
順
、電
話
申
込
不
可
）

　
申
込
書
は
第
一
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://tom

i-taikyo.jp/

）か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
　
セ
ル
フ
プ
レ
ー
で
行
い
ま
す
。

「
市
報
と
う
み
」に
つ
い
て
意
見
募
集

市
政
へ
の
提
言「
私
の
ひ
と
こ
と
」

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
　
参
加
者
募
集

　
　
・
問
／
企
画
振
興
課
　
広
報
統
計
係

☎
64
︱
５
８
０
６
　
Ⓕ
63
︱
５
４
３
１

 shiho-tom
i@

city.tom
i.nagano.jp

提
出

　
　
・
問
／
（
特
非
）
東
御
市
体
育
協
会

（
第
一
体
育
館
内
）
☎
62
︱
２
２
０
０

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

申
込

　／企画振興課　広報統計係　☎64−5806
　　とうみケーブルテレビ　☎67−2981
問

とうみケーブルテレビで放送中の
「ウィークリーとうみ」は、インター
ネット動画でもご覧いただけます。
（毎週金曜日更新）

Weekly!ウィークリーとうみ放送中！ 行政情報ラジオ番組はスマートフォン、
タブレット等でもお聴きいただけます

ウィークリーとうみ 検索

　／企画振興課　広報統計係　☎64−5806問

「FM＋＋（エフエムプラプラ）」のアプリをイン
ストール後、「はれラジ」を選択してください。

行政情報ラジオ番組は、はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHz で放送中です。

スマートフォン用アプリ
「FM++」

ウィークリーとうみ

　
　
・
問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64
︱
５
８
９
３
　
Ⓕ
63
︱
５
４
３
１

　
　
　kikaku@

city.tom
i.nagano.jp

提
出
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情 報 コ ー ナ ー

❖日時　７月26日（金）午後７時30分〜午後９時30分（受付　午後７時〜）
　　　　　　27日（土）午後１時30分〜午後３時30分（受付　午後１時〜）
　　　　　　28日（日）午後１時30分〜午後３時30分（受付　午後１時〜）
❖場所　芸術むら公園内「やきもの道場」
❖内容　初めての方はもちろん、親子や仲間で楽しい“やきもの”づくりを体験してみませんか。
　　　　作品は「火のアートフェスティバル2019」期間中に、芸術むら公園内の登り窯で焼成します。
❖講師　陶芸家　亀

かめい

井朝
あさお

雄氏、陶芸グループ「べとの会」の皆さん
❖参加費　1,800円（粘土１kg、素焼き、釉

くすり

がけ、焼成代込み）
　　　　　※陶芸教室当日に受付でお支払いください。
❖募集人数　各日30名（先着順）
❖持ち物等　タオル、エプロンなど　※汚れてもよい服装でお越しください。
❖申込期限　７月19日（金）
❖その他　制作する作品は自由、１人１点までです。作品は、11月上旬にお引き渡しする予定です。なお、作品は

慎重に取り扱いますが、不測の事態も予想されます。あらかじめご了承ください。

陶芸教室参加者募集

登り窯のスタッフ募集 協賛企業・団体募集

　陶芸教室でのやきものづくりと併せて、登り窯焼成作業
も体験してみませんか。火のアートフェスティバル2019当
日にスタッフとして参加していただける方には、上記の陶
芸教室参加費を無料にいたします（先着10名）。

　火のアートフェスティバル2019の運営について、
企業や団体の皆さまからの協賛をお待ちしております。
❖応募期限　８月30日（金）

　市では、平成27年度に「東御市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成27年度〜令和元年度）」を策定し、人口
減少を克服し、将来にわたって活力ある地域社会の実現のため、計画的かつ戦略的に施策の推進を進めてきました。
本年度は、第１期総合戦略の最終年にあたることから、「第２期東御市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定
に向け準備を進めています。そこで、第２期総合戦略の策定に向け検討すべき論点を集約し、戦略の方向性をまと
めましたので、市民の皆さまから広く意見を募集します。
❖閲覧・配布期間および意見募集期間　７月１日（月）～31日（水）
❖閲覧・配布場所および時間
　・市役所本館１階、市民ラウンジ、北御牧庁舎１階、総合福祉センター１階
　　〔時間〕各施設の開館時間に準じます。
　・中央公民館２階
　　〔時間〕午前８時30分〜午後10時（土・日曜日、祝日は午前９時〜午後10時）
　・滋野コミュニティーセンター、祢津公民館、和コミュニティーセンター
　　〔時間〕午前８時30分〜午後５時15分（火・木曜日の午後、土・日曜日、祝日を除く）
❖意見を提出できる方　・市内在住、在勤、在学の方　・市内に事務所・事業所等を有する個人または法人
❖意見の提出方法
　閲覧・配布場所または市ホームページにある所定の用紙に、住所、氏名、電話番号、ご意見等をご記入の上、
指定場所に設置してある投書箱へ投かんしてください。（下記へ郵送、FAX、Ｅメール可）
❖意見の取り扱い
　提出していただいた意見は、総合戦略の参考にさせていただくとともに、意見に対する市の考え方をホームペ
ージへ公表します。なお、個別には回答しませんのでご了承ください。

火のアートフェスティバル2019　10月12日（土）・13日（日）開催

第２期東御市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定にあたっての基本的な考え方についてのご意見（パブリックコメント）募集 HP

　　　　／火のアートフェスティバル実行委員会事務局（文化・スポーツ振興課　文化係）☎71−0670　　　・問申込

　　　　／企画振興課　企画政策係　☎64−5893　Ⓕ63−5431　　kikaku@city.tomi.nagano.jp　　・問提出
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情 報 コ ー ナ ー

❖
日
時
　
７
月
20
日
（
土
）  

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
集
合
　
午
前
８
時
50
分

❖
集
合
場
所
　
池
の
平
駐
車
場
隣
あ
ず
ま
や

　
（
池
の
平
湿
原
入
口
） 

❖
コ
ー
ス
　
池
の
平
湿
原
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

　
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

❖
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
、
帽
子
、
雨
具
、
ず
く
だ
す
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

❖
参
加
費
　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

❖
送
迎
バ
ス
　
ご
利
用
希
望
の
方
は
健
康
保

健
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

　
午
前
８
時
15
分
バ
ス
出
発
（
武
道
館
前
駐

車
場
集
合
）
、
午
前
11
時
30
分
バ
ス
帰
着

❖
駐
車
場
　
自
家
用
車
等
で
池
の
平
駐
車
場

を
利
用
す
る
場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

❖
そ
の
他
　
小
雨
決
行
。
天
候
に
よ
り
中
央

公
園
で
実
施
ま
た
は
中
止
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。

❖
日
時
　
７
月
27
日
（
土
）
　

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
５
時

❖
場
所
　
東
御
消
防
署
２
階
　
会
議
室

❖
講
習
内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
、
異
物
の
除
去
法
、
止
血
法

❖
定
員
　
30
名

❖
服
装
・
持
ち
物
　
実
技
の
で
き
る
服
装
、

筆
記
用
具
、
ハ
ン
カ
チ

❖
申
し
込
み
　
７
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
、

申
込
書
を
東
御
消
防
署
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
上
田
地
域
広
域
連
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
　
受
講
料
は
無
料
で
す
。
講
習
終

了
後
に
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
消
防
本
部
で
は
、
「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
（
ｅ‒

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
」
を
活
用
し

た
救
急
講
習
会
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
で
事
前
学
習
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
講

習
時
間
が
通
常
の
３
時
間
か
ら
２
時
間
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

❖
日
時
　
８
月
４
日
（
日
）
　

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
立
図
書
館
２
階
　
研
修
室
１

❖
内
容
　
「
偏
光
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
て
万
華

　
　
　
鏡
を
つ
く
ろ
う
」

❖
日
時
　
７
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
学
習
室
５

❖
講
師
　
高た

か
は
し橋

　
麦ば

く
う宇 

氏

❖
持
ち
物
　
硯す

ず
り、

筆
、
墨
等

❖
定
員
　
30
名

❖
参
加
費
　
８
０
０
円（
用
紙
代
、指
導
料
）

❖
そ
の
他
　
写
経
用
紙
は
用
意
し
ま
す
。

　
　
映
画
館
で
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
ス
ク
リ

ー
ン
か
ら
絵
が
飛
び
出
し
て
見
え
ま
す
が
、

そ
の
仕
組
み
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
講
座

で
は
身
近
な
材
料
で
色
や
模
様
の
変
化
を

観
察
し
た
り
、
虹
色
の
万
華
鏡
を
作
り
ま

す
。
実
験
を
通
じ
て
光
の
性
質
を
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
。

❖
講
師
　
信
州
大
学
工
学
部
准
教
授
　

　
　
　
　
榮は

え
い
わ岩

　
哲て

つ
じ二 

氏

❖
対
象
　
小
中
学
生

　
　
　
　
（
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
）
　

❖
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

❖
日
時
　
８
月
４
日
（
日
）

　
出
発
　
午
前
11
時
45
分（
北
御
牧
庁
舎
前
）

　
　
　
正
午
（
中
央
公
民
館
前
）

　
帰
着
　
午
後
11
時
（
中
央
公
民
館
前
）

　
　
　
　
午
後
11
時
15
分（
北
御
牧
庁
舎
前
）

※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
立
寄
地
　
上
越
市
立
水
族
博
物
館
う
み
が

た
り
、
う
み
て
ら
す
名
立
（
買
い
物
、
夕

食
、
入
浴
）
、
花
火
大
会
　

❖
対
象
　
市
内
在
住
の
方

❖
参
加
費
　
大
人
　
６
０
０
０
円

　
（
名
立
友
好
協
会
会
員
　
５
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
５
５
０
０
円

※
バ
ス
代
、
夕
食
代
、
う
み
が
た
り
入
館
料
、

入
浴
料
含
む

❖
定
員
　
40
名
（
先
着
順
）
　

　
※
最
小
催
行
人
数
　
30
名

❖
申
込
期
限
　
７
月
16
日
（
火
）

講
座
・
教
室

湯
の
丸
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

定
期
普
通
救
命
講
習
会

夏
休
み
こ
ど
も
講
座

写
経
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

上
越
市
名
立
区
花
火
大
会

バ
ス
ツ
ア
ー

　
　
・
問
／
東
御
市
立
図
書
館
　

　
　
　
　
　
☎
64
︱
５
８
８
６

申
込

　
　
・
問
／
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
・
Ⓕ
62
︱
０
２
０
１

（
火
・
木
曜
日
は
午
前
中
の
み
）

申
込

　
　
・
問
／
東
御
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
62
︱
０
１
１
９

H
P http://w

w
w

.area.ueda.nagano.jp/

申
込

問
／
健
康
保
健
課
　
健
康
増
進
係

　
☎
64
︱
８
８
８
３

　
　
・
問
／
北
御
牧
・
名
立
友
好
協
会
事
務
局

（
地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室
）

☎
71
︱
６
７
９
０

申
込
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情 報 コ ー ナ ー

○日時／７月28日（日）午前９時〜午後５時
○場所／中央公民館
○参加費／会員1,000円
　　　　　一般1,500円（女性、高校生以下500円）
　　　　　※賞品多数あり。昼食は用意します。
●問／文化協会囲碁部長（寺島）☎62－2919

○日時／７月21日（日）
　　　　午後１時〜午後３時30分（終了予定）
○会場／東御市文化会館サンテラスホールロビー
○参加団体／フルートアンサンブル「エオリア」
　　　　　　ハーモニカクラブ
　　　　　　ピチカートアンサンブル
　　　　　　あうん
　　　　　　ＴＮＳジャズオーケストラ
●問／文化協会音楽部会長（川上）☎62－2344　

○試験区分／上級
○職種／行政職または技術職（土木、建築、電気、機械、
　　　　化学、情報）
○採用予定人員／若干名
○受験資格／

・住民登録が企業団組織市町にしてある人（修学、就職
などのため他市町村に住む人で、家族が企業組織市町
に居住している人を含む。）で、平成６年４月２日か
ら平成10年４月１日までに生まれた人のうち、学校
教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業または
令和２年３月までに卒業見込みの人。

・技術職は、各学校で専攻した方に限ります。
○受付期間／７月17日（水）〜８月９日（金）午後５時
○第１次試験日／９月22日（日）
○場所／佐久水道企業団
●　　・問／佐久水道企業団　総務課庶務係　
　　　　　　☎0267－62－1290

○日時／７月28日（日）午前10時〜午後１時30分
○会場／上田市菅平高原　長野県菅平薬草栽培試験地
○内容／・講演会「製薬原料としての薬草」
　　　　　（午前11時〜正午）
　　　　・薬草オリエンテーリング
　　　　・ラベンダースティック教室
　　　　・ハーブティー、薬味酒、薬膳粥の試飲試食
●問／上田薬剤師会（☎22－6130）またはお近くの薬局

○日時／７月27日（土）、28日（日）
　　　　午前10時30分〜午後４時
○場所／湯楽里館、ワイン＆ビアミュージアム、オラホビール
○内容／ゆらり縁日、館内イベント、特別ランチ営業、ホ
　　　　ップ収穫など
○その他／ホップ収穫祭は予約制です。時間・内容等はオ

ラホビールへお問い合わせください。
　　　　　田中駅からのシャトルバスも各日運行します。
●問／湯楽里館  ☎63－4126　オラホビール  ☎64－0006

○職種／消防職
○試験種類／高等学校卒業程度
○採用予定日／令和２年４月１日
○受験資格／平成６年４月２日以降に生まれた者で、広域
　　　　　　連合就職後は広域連合管内（坂城町を除く）
　　　　　　に居住が可能な者
○採用人数／７名程度
○申込期間／７月28日（日）〜８月２日（金）
　　　　　　午前９時〜午後５時
　　　　　　※受験者本人が必要書類を持参
○第１次試験／９月22日（日）
　　　　　　　場所：上田地域広域連合消防本部大会議室
●　　・問／上田地域広域連合消防本部　総務課　
　　　　　　☎26－0119

○職種／一般曹候補生・航空学生
○採用区分／特別職国家公務員
○受付期間／７月１日（月）〜９月７日（土）
○応募資格／各採用コースにより異なりますのでお問い合
　　　　　　わせください。
○採用試験／９月中旬以降（受付時にお知らせします。）
○ガイダンス／日程等はお問い合わせください。
●　　・問／自衛隊長野地方協力本部　上田地域事務所　
　　　　　　（江口）☎22－5267

第30回 文化協会長杯囲碁大会

東御市文化協会 ロビーコンサート
第12回 音楽部会発表会 おらほの町の音楽会

令和元年度佐久水道企業団職員採用試験

上田地域広域連合消防職員募集

自衛官等募集

祝！湯楽里館25周年　おらほ感謝祭

薬草・ハーブに親しむ会

      

 掲載をご希望の方は、希望掲載日（毎月１日・1６日）
の２カ月前までに下記へご連絡ください。ただし、市
の基準により掲載できない場合もあります。
●東御市企画振興部企画振興課 広報担当まで
　
　☎64－5806 Ⓕ63－5431

　shiho-tomi＠city.tomi.nagano.jp

申込

申込
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こ
と
で
し
ょ
う
。

　

温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
日
々
暑
く
な
っ

て
い
る
今
、
皆
さ
ま
も
エ
コ
で
涼
し
い
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き

ま
し
て
は
、

８
月
発
行

の
「
市
議

会
だ
よ

り
」
に
掲

載
さ
れ
ま

す
の
で
ご

覧
く
だ
さ

い
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
夏
の
強
い
日

差
し
を
遮
り
植
物
を
通
る
風
が
冷
や
さ
れ

る
こ
と
で
、
室
内
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
エ
ア

コ
ン
の
使
用
を
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
省
エ

ネ
や
節
電
に
も
効
果
的
で
す
。
市
で
は
、

節
電
や
緑
化
を
進
め
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
も
本
館
西
側
に
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
苗
は
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
グ

ン
グ
ン
成
長
を
続
け
、
夏
本
番
を
迎
え
る

頃
に
は
、
強
い
日
差
し
を
遮
っ
て
く
れ
る

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課　

環
境
対
策
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

☎
64

－

５
８
１
０

　

市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
４
日
開
会

し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
前
年
度
予
算
の
繰

越
報
告
の
ほ
か
、
一
般
・
特
別
会
計
補
正

予
算
お
よ
び
条
例
改
正
の
専
決
処
分
に
関

す
る
議
案
5
件
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
補

正
予
算
や
条
例
改
正
の
議
案
等
25
件
の
計

30
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

13
日
と
14
日
に
は
、
10
名
の
議
員
か
ら

市
政
運
営
等
に
つ
い
て
の
個
人
質
問
が
さ

れ
ま
し
た
。
17
日
に
は
総
括
質
疑
・
委
員

会
付
託
が
な
さ
れ
、
18
日
に
は
各
常
任
委

員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
が
行

市
議
会
６
月
定
例
会

30
議
案
を
提
案

小
学
校・中
学
校
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
た

　

昨
今
の
夏
季
に
お
け
る
気
温
の
上
昇
を

受
け
、
市
内
小
中
学
校
で
は
、
学
習
環
境

を
維
持
し
適
切
な
教
育
活
動
を
実
施
す
る

た
め
、
普
通
教
室
、
特
別
教
室
な
ど
へ
空

調
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
扇

風
機
で
暑
さ
を
し
の
い
で
い
ま
し
た
が
、

今
夏
よ
り
使
用
が
は
じ
ま
り
、
快
適
な
学

習
環
境
が
整
備
で
き
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
の
は
、
天
吊
型
、
壁
掛
型
、

床
置
型
の
エ
ア
コ
ン
で
、
小
学
校
５
校
、

中
学
校
２
校
の
普
通
教
室
・
特
別
教
室
な

ど
、
合
わ
せ
て
1
9
4
教
室
で
す
。

　

設
置
工
事
は
平
成
31
年
１
月
に
着
工
し
、

事
業
費
は
約
５
億
５
千
万
円
で
、
お
お
む

ね
３
分
の
１
に
国
の
臨
時
特
例
交
付
金
が

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
で
、
同
様
の
臨
時
特
例
交
付
金
を

受
け
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
進
め
て
い
る
市

町
村
は
、
73
（
複
数
の
市
町
村
に
よ
り
設

置
さ
れ
る
学
校
組
合
を
含
む
）
あ
り
、
急

速
に
エ
ア
コ
ン
の
整
備
が
進
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今

後
は
設
置
し
た
エ
ア
コ
ン
を
活
用
し
、
熱

中
症
予
防
や
効
率
的
な
学
習
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

▲エアコンにより快適な学習環境の提供が可能とな
りました。

▲室外機には、事故防止のため、防護パネルを取り
付けました。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

学
校
教
育
係

　

☎
64

－

５
８
７
９
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活
用
し
て
子
ど
も
が
自
由
に
遊
び
込
め
る

環
境
を
準
備
す
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。
未

就
園
児
の
親
子
で
参
加
す
る
「
里
山
探
検

キ
ラ
キ
ラ
」、
年
中
・
年
長
・
小
学
校
1

年
生
の
子
ど
も
だ
け
で
参
加
す
る
「
里
山

探
検
ド
キ
ド
キ
」、
大
人
も
子
ど
も
も
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
む
「
里
山
探
検
サ
ー
ク

ル
ニ
コ
ニ
コ
」
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

三
つ
と
も
何
か
特
別
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

東
御
の
豊
か
な
自
然
か
ら
パ
ワ
ー
を
活
用

し
て
子
ど
も
の
「
や
り
た
い
！
」
に
寄
り

添
い
な
が
ら
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
活
動

で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
良
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に

自
由
に
遊
ぶ
こ
と
は
体
力
、
知
力
、
人
間

関
係
な
ど
様
々
な
要
素
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
子
ど
も
の
遊
び
は
完
璧
な
学
び

（
育
ち
）
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
習
い
ご
と
に
併
せ
て
お
子
さ
ん
が

自
由
に
遊
ぶ
環
境
（
人
、
物
、
空
間
）
に

つ
い
て
考
え
る
件
も
提
案
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
近
は
習
い
ご
と
を
た
く
さ
ん
し
て
い

る
子
ど
も
が
多
く
い
ま
す
が
、「
体
験
」
と

い
う
意
味
で
は
習
い
ご
と
も
体
験
の
一
つ

で
す
。
し
か
し
習
い
ご
と
の
多
く
は
大
人

が
指
導
し
〝
習
う
・
こ
と
〟
か
ら
の
〝
習

い
ご
と
〟
に
な
り
、
内
容
は
大
人
が
用
意

し
て
子
ど
も
が
習
う
た
め
、
比
較
的
「
自

由
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
習
い
ご
と

を
し
て
、
様
々
な
能
力
が
育
っ
た
と
し
て

も
唯
一
育
て
る
こ
と
が
難
し
い
能
力
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
自
由
を
体
験
す
る
こ
と

で
育
つ
「
自
分
力
」
で
す
。

　

こ
れ
は
習
い
ご
と
で
は
育
ち
ま
せ
ん
。

自
由
を
体
験
す
る
と
は
自
分
で
考
え
、
自

分
で
行
動
し
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を

●問い合わせ先　☎61-6148
　

昔
の
子
ど
も
は
時
間
・
空
間
・
仲
間
の

「
3
間
」
が
揃
い
自
由
な
遊
び
の
中
で
生
き

る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
自

由
に
遊
ぶ
環
境
で
あ
る
「
3
間
」
を
確
保

で
き
ず
、
満
足
に
遊
ぶ
経
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
子
ど
も
の
経
験
・
体
験
不
足

を
心
配
し
て
親
も
必
死
に
子
ど
も
に
合
っ

た
習
い
ご
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

習
い
ご
と
自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
や

好
み
に
合
っ
た
選
択
を
す
る
こ
と
や
、
子

ど
も
自
身
が
興
味
を
持
っ
た
も
の
を
経
験

で
き
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
一

つ
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
「
子
ど

も
は
遊
び
を
通
し
て
育
つ
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
し
て
そ
の
遊
び
は
寝
る
こ
と
や
、

食
べ
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
の〝
生

き
る
〟
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
習
い
ご
と
も
何
か
完
成
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
体
験
自
体
を
大
切
に
し
て
あ
く
ま
で

も
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
も
の
と
捉
え
る

自
由
な
遊
び
を
通
し
て「
自
分
力
」を
育
も
う

～
子
ど
も
の
体
験
不
足
を
補
う
習
い
ご
と
に
つ
い
て
考
え
る
～

公
益
財
団
法
人
　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
　
指
導
部
長
　
渡わ

た

邉な
べ

　
真し

ん

也や

繰
り
返
し
な
が
ら
自
分
の
気
持
ち
に
正
直

に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
は
ま
さ

し
く
自
分
の
意
志
と
責
任
で
行
動
す
る
能

力
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
指
導
者
の
言
う

こ
と
を
聞
き
、
実
践
し
、
で
き
た
！
と
肯

定
さ
れ
て
い
る
場
だ
け
で
は
育
た
な
い
能

力
に
な
り
ま
す
。「
自
分
力
」
を
育
て
る
に

は
、
自
由
を
体
験
で
き
る
「
遊
び
」
に
多

く
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ

に
思
い
切
り
遊
び
込
む
瞬
間
は
自
由
を
感

じ
満
足
し
て
い
る
時
間
そ
の
も
の
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
御
の
子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
を
支
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
※
で
は
、
森
や
自
然
を

※
東
御
市
と
東
御
市
内
子
育
て
支
援
団
体
で
つ
く

る
組
織

体
験
不
足
を
補
う
習
い
ご
と

習
い
ご
と
だ
け
で
は

身
に
つ
か
な
い
能
力

自
由
な
遊
び
が
や
り
た
い
だ
け

で
き
る
環
境「
里
山
探
検
」が

子
ど
も
を
育
て
る
！
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今
年
度
、
東
御
市
保
健
補
導
員
の
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
吉
池
裕
子

で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

5
月
23
日
に
第
１
回
健
康
づ
く
り
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
１
９
７
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
講
師
は
（
公
財
）

身
体
教
育
医
学
研
究
所
所
長
の
岡
田
真
平

先
生
で
、「
お
ら
ほ
の
地
区
の
健
康
状
況

に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。
東

御
市
全
体
か
ら
5
地
区
別
の
健
康
状
況
に

つ
い
て
国
や
県
と
の
比
較
か
ら
、
健
康
で

長
生
き
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
考
え
ま
し
ょ
う
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

講
演
会
の
中
で
東
御
市
は
急
性
心
筋
梗

塞
で
亡
く
な
る
人
の
割
合
や
、
健
診
の
結

果
を
み
る
と
血
糖
や
中
性
脂
肪
が
高
い
人
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
人
が
多

い
状
況
を
知
り
ま
し
た
。
隣
の
方
と
血
糖

と
中
性
脂
肪
が
高
い
原
因
に
つ
い
て
話
を

す
る
時
間
が
あ
り
、
そ
の
中
で
は
「
東
御

市
は
果
物
が
お
い
し
い
か
ら
つ
い
食
べ
過

ぎ
る
。」、「
暖
か
い
時
期
は
体
を
動
か
す

機
会
が
多
い
け
ど
冬
に
な
る
と
動
か
な
く

な
る
。」、「
食
べ
す
ぎ
か
な
ぁ
。」
な
ど
の

話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
普
段
の
自
分

の
生
活
や
健
康
に
つ
い
て
も
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

健
康
で
い
る
た
め
に
は
自
分
の
身
体
の

状
態
や
変
化
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
健
診

は
で
き
れ
ば
毎
年
受
け
て
変
化
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
良
い
よ
う
で
す
。

　

地
域
や
東
御
市
全
体
が
健
康
に
な
る
た

め
に
、
ま
ず
は
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
家
族
や

地
域
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
改
め
て
感
じ
た
講
演
会
で
し
た
。

　

今
年
度
も
各
地
区
で
地
区
の
健
康
状
況

を
学
ぶ
学
習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

自
分
の
地
区
の
学
習
会
に
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保
健
補
導
員
会
だ
よ
り

吉よ
し

池い
け

　
裕ゆ
う

子こ

小
学
校
運
動
会

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

　

６
月
１
日
、
市
内
小
学
校
で
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
が
子
ど
も
た

ち
の
一
生
懸
命
な
姿
に
声
援
を
送
り
、
児

童
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
元

気
い
っ
ぱ
い
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

騎馬戦（祢津小学校）

組体操（北御牧小学校）

短距離走（田中小学校）

竹引き（滋野小学校）

ダンス（和小学校）
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地
域

おこ
し協力隊が行

く！

Vol.26

July 2019

5月フェイスブックから
ピックアップ

「非認知能力を伸ばすには」※前月号の続き

ゾニーの窓 vol.5

　まずは、子どもの好奇心を尊重してあげる事が重要で
す。子どものいたずらは探求心の表れです。不思議と思う
から手を伸ばし、いじってみる…大人の目には無駄な活
動に見えても好奇心から始まる自発的な活動を通して多
様に学んでいます。ただ、全てを受け入れる事は難しいで
すし、出来ない事もありますよね？大切なのはやりたい気
持ちを認めてあげて、「これならいいよ」「ここならいいよ」
など活動を保障してあげる事です。
　また、「頑張ればできる」の積み重ねも大切
です。うまくいかない時にあきらめず、最後ま
でやり抜く事が出来るように、大人が「こうし
たらどう？」などのサポートも必要です。
　このような経験を積み重ねていけば、大人
になっても必ず生きてくる力になります。

「ワイン＆ビアミュージアム」に会いに来て（^^♪

湯の丸高原の合宿招致を頑張ってます（^^♪

　4月に湯楽里館 2階にオープンした「ワイン＆ビアミュージア
ム」。和田寛子さんと大久保真平さんがコンシェルジュを務めていま
す。和田さんはワイン好きが高じて、2月に “ワインシティ東御 ”の
地域おこし協力隊に着任。ワインには詳しいけど、「熱心に資料を
見ている人に、声をかけていいのか、迷ってしまって」と、初めての
接客業に戸惑っています。そこでお願いです！皆さまの方からどうぞ
話しかけてください！ワインのこと聞いてくだ
さい！ワインの試飲は100円〜。オラホビー
ルの4種飲み比べ1,000 円もおススメ。お
風呂あがりにクィ〜と行きましょう（^^♪

　湯の丸高原高地トレーニング施設はすでに昨年度を超える予約が
入っています。陸上利用者の95％が実業団や学生、5％が一般ラ
ンナー。一般ランナーも宿泊して、1日3回アスリート食を食べて、
トレーニングルームで筋トレができます。トレーニングルームだけの
利用もOK（2時間 2,000 円）。全天候型 400ｍトラックは誰でも
予約なしで利用でき（大人 200円）、トップランナーをチラ見しな
がら走ることができます。水間源さんは湯の
丸高原荘⇔市役所（予約や運営のシステム
作り）⇔出張（アスリートの合宿招致）で
大忙し。右写真は、フキノトウを見つけて「あ！
晩ごはんのおかず！」。

17日『今夜10時を見逃す
な』TBSドラマ「インハンド」
に湯の丸高原が！

26日『民泊のススメ』民泊
（清水さんの家・名もない農
家・おみやど）と民泊ネット
ワークの紹介

19日『美味しいチーズ（佐久・
ボスケソ）は小林牧場（御牧
原）の美味しい牛乳から』

31日『古道復活。烏帽子ス
カイラン』小学校登山の思い
出の古道がスカイレースの
舞台に

上薗美千代さん

（2019年7月）市報とうみ 22



地
域
づ
く
り
通
信

小
学
校
区
単
位
の

2019年
7月号

●
問
い
合
わ
せ
先

　

和
地
域
づ
く
り
の
会

　

☎
62

－

０
２
０
１

　

4
月
29
日
、
信
州
と
う
み
観
光
協
会
が

主
催
し
た
ツ
ア
ー
で
、
祢
津
地
域
づ
く
り

の
会
の
案
内
人
が
参
加
者
に
向
け
て
ガ
イ

ド
を
し
ま
し
た
。

　

東
京
3
名
、
軽
井
沢
2
名
、
上
田
3
名
、

他
4
名
の
計
12
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
巫

女
の
墓
、
長
命
寺
、
定
津
院
、
祢
津
陣
屋

跡
を
見
学
。
昼
食
後
に
は
歌
舞
伎
を
鑑
賞

し
た
後
、
大
日
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
各
場
所
で
は
大

変
興
味
を
持
っ
て
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
い

た
り
、
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

歌
舞
伎
も
真
剣
に
鑑
賞
さ
れ
て
、
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
と
喜
ん
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
、
東
御
中
央
公
園
で
行
わ
れ

た
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
禰
津
煎
餅

を
焼
い
て
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　

出
だ
し
の
1
時
間
ほ
ど
は
煎
餅
焼
き
の

前
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
人
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
懸
命
の
呼
び
込
み
が
功
を
奏
し

て
11
時
頃
か
ら
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん

か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
焼
く
の
が
間
に
合

わ
な
い
位
に
並
ん
で
待
っ
て
、
煎
餅
を
も

ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

何
人
か
の
子
ど
も
は
祢
津
小
学
校
で
煎

餅
焼
い
た
よ
と
、
言
っ
て
く
れ
る
子
も
い

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

子
ど
も
も
、
親
御
さ
ん
も
、
昔
か
ら
の

焼
き
方
が
珍
し
い
ら
し
く
、
興
味
津
々
と

見
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
屋
台
の
前

に
貼
っ
て
あ
る
、

禰
津
煎
餅
十
二
景

の
ポ
ス
タ
ー
と
手

に
持
っ
て
い
る
煎

餅
の
図
柄
を
見
て
、

ど
れ
か
な
と
見
比

べ
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
11
日
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
会
の
委
員
15
名
・
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
4
名
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
風
船

1
0
0
0
本
を
準
備
し
ま
し
た
が
、
開

会
式
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
午
前

中
に
風
船
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
連
れ
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
子
ど
も
た
ち
同
士
な
ど
多
く
の
人
達

が
訪
れ
、
盛
況
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
や
委
員
の
方
々
に
よ
る
作
り
方
の
指
導

に
て
ん
て
こ
ま
い
。
皆
さ
ま
頑
張
り
ま
し

た
！

　

ま
た
来
年
も
参
加
を
予
定
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
５

月
９
日
朝
５
時
30
分
か
ら
地
域
振
興
部
会

の
メ
ン
バ
ー
16
名
で
、
湯
楽
里
館
南
側
の

道
沿
い
約
80
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
マ
ル

チ
を
敷
き
花
壇
づ
く
り
の
下
準
備
を
し
ま

し
た
。
５
月
18
日
は
朝
５
時
45
分
に
湯
楽

里
館
駐
車
場
へ
和
地
域
づ
く
り
の
会
の
メ

ン
バ
ー
40
名
が
集
合
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
伊
藤
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
荒
井

部
会
長
の
指
示
の
も
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
・
サ
ル
ビ
ア
・
百
日
草
の
花
の
苗
を
約

７
０
０
本
植
栽
し
、
あ
わ
せ
て
ひ
ま
わ
り

の
種
も
蒔
き
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ま
か

ら
は
「
大
勢
で
植
え
た
お
か
げ
で
早
く
で

き
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
８
月
ま
で
、
当
番
表
に
基
づ
い
て
交

代
で
除
草
・
水
く
れ
を
行
い
、
地
域
の
景

観
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

　

☎
62

－

０
２
５
１

●
問
い
合
わ
せ
先

　

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　

☎
71

－

７
５
８
１

●
問
い
合
わ
せ
先

　

和
地
域
づ
く
り
の
会

　

☎
62

－

０
２
０
１

「
祢
津
東
町
歌
舞
伎
鑑
賞
と
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
し
た

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

禰
津
煎
餅
焼
き
を
配
布
し
ま
し
た

青
少
年
育
成
部
会
が
恒
例
の
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
今
年
も
参
加

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

湯
楽
里
館
南
側
道
沿
い
に花壇

を
整
備

和
地
域
づ
く
り
の
会
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まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス ワンポイントメモ税

〈広告欄〉

草刈り前 草刈り後

●問い合わせ先　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　　　　　　　　市民課　国保年金係　☎75－8810

将来の年金受取額を増やすために
おすすめします「追納」 　土地・家屋の所有者である私の父が今年4月に亡く

なったのですが、どのような手続きが必要でしょうか?
　土地・家屋の所有者が亡くなられた場合、法務局（東
御市の管轄は長野地方法務局上田支局）で相続登記の

手続きが必要となります。今年中に相続登記が完了した場合
には、翌年度からは新たに登記名義人となった方が納税義務
者となります。
　また、今年中に登記が完了しない場合には、法定相続人の
方全員が連帯して納税義務を負うことになりますので、亡く
なられた方に代わって固定資産税を納付する代表者を決めて
いただき、税務課に「共有者代表者指定届出書」を提出して
ください。

　私には弟と所有している共有名義の土地がありま
す。私の持分は２分の１なので、納税通知書を２分の

１の税額に分割して、送ってもらうことはできますか？
　共有物の各共有者は、地方税法第10条の２の規定
により連帯して納付する義務を負うため、納税通知書

を分割することはできません。

土地・家屋の所有者が亡くなったら…

持分割合に応じた
固定資産税の分割は…

7月の納税 （納期限 7月31日）

・固定資産税・都市計画税（2期）
・国民健康保険税（普通徴収）（2期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（1期）
・介護保険料（普通徴収）（1期）

●問い合わせ先　税務課　資産税係　☎64－ 5877

Q1

Q2

A1

A2

　国民年金保険料の免除や猶予、学生納付特例の承認を受け
納付しないままの期間があると、保険料を全額納付したとき
より将来受給する年金額が低額になります。受給する年金額
を減らさないためにも、保険料を後から納付する「追納」を
お勧めします。

⃝追納ができるのは追納が承認された月の前10年以内の免
除等期間に限られています。（例えば、平成30年７月に追
納する場合は、平成20年７月分以降の期間が追納可能。）
⃝保険料の免除または猶予を受けた期間の翌年度から起算し
て、３年度目以降に保険料を納付する場合には、承認を受
けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せさ
れますので、お早めの追納をお勧めします。
⃝老齢基礎年金を受け取っている方は追納できません。
⃝全額免除や納付猶予、学生納付特例を承認された方が、令
和元年度中に追納する場合の追納額（月額）は、表のとお
りです。

追 納 に 関 す る 注 意 事 項

※一部納付（一部免除）の方の追納額は日本年金機構のホーム
ページをご参照ください。

※地方税法（昭和25年法律第226号）
　第十条の二　共有物、共同使用物、共同事業、共同事業により生
じた物件又は共同行為に対する地方団体の徴収金は、納税者が
連帯して納付する義務を負う。

保険料年度 追納額
（月額）

平成21年度 15,280円

平成22年度 15,540円

平成23年度 15,320円

平成24年度 15,170円

平成25年度 15,150円

保険料年度 追納額
（月額）

平成26年度 15,300円

平成27年度 15,620円

平成28年度 16,280円

平成29年度 16,490円

平成30年度 16,340円

（2019年7月）市報とうみ 24



ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し
上げます（令和元年５月に寄附をいただいたものです）。

〈企業版ふるさと寄附金〉
（東御市湯の丸高原魅力ジャンプ・アップ・プロジェクト）
・信州電機㈱　様（50万円）
・ハードロック工業㈱　様（100万円）
・共和化工㈱　様（100万円）
・㈲ワールドドリーム　様（20万円）

〈一般寄附金〉
（湯の丸高原高地トレーニング施設整備事業に対する寄附）
・湯の丸観光開発㈱　様（50万円）
・飯島建設㈱　様

　上記掲載については、同意をいただいた事項のみ掲載
しています。

●問い合わせ先
　企業版ふるさと寄附金／一般寄附金
　　文化・スポーツ振興課　☎ 75 － 1455 ●問い合わせ先

　生活環境課　クリーンリサイクル係　☎63－6814

　まだ食べられるのに捨てられている食べ物、いわゆる「食
品ロス」が、日本では年間約643万トン（平成28年度推計）
にも上ります。このうち外食産業では133万トンもの食品ロ
スが発生しており、食べ残しによるものが相当程度を占めて
います。
　７月から９月は暑気払いのシーズンとなり、宴会の席が増
える時期です。まずは、おいしく「食べきり」を実践し、「食
べ残し」を減らしましょう。

⃝できたての最もおいしい状態で提供された料理を食べま
しょう。
⃝自分自身の食事の適正量を知り、食べきれると思う量を注
文しましょう。
⃝小盛りや小分けメニューを上手に活用しましょう。
⃝食べ放題のお店では、無理をして皿に盛って食べ残すのは
やめましょう。

⃝幹事さんや主催者は、参加者の嗜好や年齢層、男女比を考
えながら食べきれる量に配慮してお店やメニューの選択を
しましょう。
⃝お店を予約する際は、こうした参加者の情報をお店側に事
前に伝えましょう。
⃝乾杯後の30分間とお開き前の10分間は席を立たずに料理
を楽しむ「30・10運動」を実践しましょう。

もったいない！食品ロスを減らそう

No.157
なるほど The ごみ (gomi)おいしいヘルシークッキング 144

黒ゴマのミルク寒天ゼリー
（1個分：エネルギー166kcal・塩分0.1g・砂糖9.3g）

粉寒天.................................4ｇ
牛乳（常温）.................. 500ｃｃ
砂糖................................. 50ｇ
黒すりごま........................ 30ｇ
生クリーム...... 60ｃｃ（砂糖6g）

❶鍋に牛乳200ｃｃと寒天を入
れて中火にかける。沸騰した

材　料（６個分） ら火を弱め、木べらでかき混
ぜながら1～2分煮溶かす。
❷①に砂糖を加え溶かしてから、
残りの牛乳を加える。次に黒ゴ
マを入れトロリとするまで混ぜ、
水でぬらした器に流し入れる。
❸生クリームに1割程度の砂
糖を入れてホイップし、②が固
まったら上にのせる。

作り方

ポイント
　１日のおやつ
からとる砂糖の
目安量は１人１０
gです。

市報とうみに掲載する広告を募集します
市では、地域経済の活性化と自主財源の確保を目指すため、有料広告を募集します。
皆さまの事業PRにご活用ください。
※広告の内容が、東御市広告掲載要綱等の規定に基づかないものは、申し込みができませんので
　ご了承ください。

企画振興課　広報統計係　☎64－5806問い合わせ先

飲食店で食事をするときは…

宴会の際には…
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ートピックスー　地域の話題

　₅月26日、総合福祉センターおよび助産所とうみで助
産所とうみ開設10周年感謝祭が開かれました。
　助産所とうみでは、10年間で約1,100人の方が出産さ
れました。開会セレモニーでは、黒澤所長から「近隣市
町村の方や里帰り出産等で多くの方にご利用いただいて
いる。最近は市外での母子支援の活動も増えている」と
お話がありました。
　ステージ発表では、子どもたちがかわいらしいフラダ
ンスやバレエを披露。助産師さんによる「お産劇」も行
われました。バッグやアクセサリー作りのワークショッ
プのほか、体験コーナーも充実。真夏のように暑い一日
でしたが、親子で楽しみながらお産について考える機会
となりました。

これからもお産ができるまちへ
助産所とうみ10周年感謝祭

　₆月₇日、祢津小学校₃年生の児童が、飼
育して羽化させたハヤシミドリシジミの放蝶
が祢津城山で行われました。
　児童たちは理科の授業の一環として卵の状
態から生態観察や飼育を行なっており、今年
は38匹の蝶を放蝶しました。
　児童たちはケースから飛び立つ蝶に「バイ
バイ」「またね」などと思い思いに声をかけ、
大切に育てた蝶が自然に戻る姿を見届けまし
た。

大切に育てた蝶にバイバイ
祢津小学校

ハヤシミドリシジミ放蝶

▲飛び立つまでもう少し！

▶
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

　

フ
ラ
ダ
ン
ス

▶
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
す

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、
shiho-tomi@city.tomi.nagano.jpへメールいただくか、現像した写真（うらに氏名を記
入）を企画振興課広報担当までお送りください。締め切りは、7月8日（月）必着。※原則、毎
月８日が締め切りとなります。

（対象者 8月生まれの １
●

 歳）
☆募集します！！☆

1歳の誕生日おめでとう！
（7月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

井
い

出
で

　湊
そう

大
だい

くん（加沢）
（H30.7.14生）

小
こばやし

林　鼓
こ

太
た

郎
ろう

くん（新張）
（H30.7.14生）

１歳のお誕生日おめでとう♥
ヨタ助で食いしん坊なそうちゃん
♥
たくさんイタズラしてたくさん
笑ってたくさん食べてたくさん寝
て大きく育ってね♥

こちゃ～♥1歳おめでとう♥
いつもみんなをかわいい笑顔で
癒してくれてありがとう♥
大好きだよ♥

▼羽ばたくハヤシミドリシジミ
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ートピックスー　地域の話題
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　₄月23日に県庁講堂で交通安全功労者等に対する県交通安全
推進本部顕彰の表彰式が行われ、市内では櫻井利子さん（西宮）
が受賞し、その報告会が₆月₇日市役所にて行われました。
　33年間市交通補導員として活躍された功績がたたえられ櫻井
さんは、「ここまで長くやってこれたのは支えてくれた人たち
のおかげ。現役は引退するけれど、これからも地域のために活
動していきたい」と話しました。

長年の功績をたたえて
長野県交通安全推進本部顕彰受賞報告会

▲受賞した櫻井利子さん

▲新しくなった管理棟

▲湯の丸高原つつじ平のレンゲツツジ（６月14日撮影）

　₆月₇日から、湯の丸高原スキー場の第一ゲレンデ一帯
で、湯の丸高原つつじ祭りが開催されました。今年のレン
ゲツツジの開花状況は、例年どおりで昨年より₁週間ほど
遅いものでした。
　市を代表する花を観賞しに、県内外問わず大勢の観光客
が訪れ、鮮やかなレンゲツツジを見て登山を楽しむ一行や、
夏山リフトに乗り一帯を散策する家族連れなどたくさんの
人でにぎわいました。

初夏の高原を染め上げる
湯の丸高原つつじ祭り開催

　₆月29日、市民プールがオープンし
ました。
　管理棟の耐震改修工事も完了し、安
全で安心して使える施設に生まれ変わ
りました。また、今回の工事に合わせ
多目的トイレも新設し、誰もが利用し
やすい環境が整いました。
　今年も、プールで猛暑をしのぐ家族
連れなど多くの来場者でにぎわいそう
です。

市民プール
管理棟リニューアル

で
き
ご
と
短
信

▼正面玄関のようす
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I・J・U
楽しんで
　ます！！
　東御市へ来た方、戻って
きた方から、選んだ理由や
魅力を紹介します。

とうみ

ぐらし

い

じゅ

う
市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 5月分
令和元年 5月31日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 4件 38件 − 10件

傷 　 者 5名 43名 − 21名

死者（注2） 1名 1名 ＋ 1名

（注1）平成31年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝ 5月の火災・救急件数＝

火災 3件（ 8件）
救急 114件（526件）

※カッコ内は平成31年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（6月１日現在）

令和元年5月 平成30年 5月

最高気温 33.1℃（27日） 30.6℃（25日）

最低気温 0.3℃（08日） 3.7℃（11日）

平均気温 16.9℃　 17.0℃

降 水 量 53.0㎜ 110.0㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

世帯数
	12,095世帯（＋ 8）
総人口
	30 ,135人（−28）
男	14,910人（− 8）
女	15,225人（−20）

転入	 76人
転出	80 人
出生	10 人
死亡	 40人
その他	6人増
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はれラジ 78.5MHz

毎日放送中

◦午前 7時 40 分～
◦午後 0時 40 分～
◦午後 6時 40 分～

『ラジオ
市報とうみ』

編 集 後 記
　6月は取材で湯の丸を訪れる機
会が多く、きれいに咲いたレンゲ
ツツジが出迎えてくれました。レ
ンゲツツジはその鮮やかな朱色に
由来して「情熱」の花言葉がつい
ています。だんだんと暑さが迫っ
てきますが、夏バテを吹き飛ばす
「情熱」を持って市報づくりに取
り組んでいきたいです。
	 （市報担当　上野）

今
月
は
、
市
内
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
関
直
輝
さ
ん
に
東
御
市
の
魅

力
を
聞
き
ま
し
た
。

〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜

　
地
元
、
東
御
市
滋
野
の
生
ま
れ
、
浅
間
山
、
湯
の

丸
高
原
、
千
曲
川
、
海
野
宿
、
雷
電
な
ど
、
自
然
・

歴
史
豊
か
な
、
こ
の
東
御
市
で
育
ち
ま
し
た
。
18
歳

か
ら
地
元
を
離
れ
、
他
県
、
都
内
に
て
10
年
ほ
ど
過

ご
し
、
30
歳
を
迎
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
幼
少
期
に
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
、
食
べ
物
が
美
味
し
く
、
ゆ
っ

く
り
時
間
が
な
が
れ
居
心
地
が
良
い
な
ど
の
東
御
の

魅
力
を
再
発
見
し
、
こ
こ
で
生
き
て
い
き
た
い
と
思

い
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
都
内
で
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
勤
め
て

き
た
こ
と
を
活
か
し
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の

広
報
デ
ザ
イ
ン
の
お
仕

事
や
起
業
を
す
る
同
年

代
の
方
々
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
企
業
ロ
ゴ
、
販

促
物
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
長
野
県
は
も
ち
ろ
ん
、
都

内
の
お
客
さ
ま
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
昨
今
、
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
自
治

体
が
増
え
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
Ｕ
タ
ー
ン

以
外
に
も
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
さ
れ
る
方
々
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
私
は
東
御
市
商
工
会
が
運
営

す
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
〝
え
べ
や
”
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
流

れ
を
早
い
時
期
か
ら
汲
み
取
り
、
新
し
い
雇
用
を
産

み
出
す
為
、“
え
べ
や
”
で
は
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
お
り
、
都
内
の
大
手
企
業
か
ら
も
視
察
に
来
ら

れ
た
り
と
、
確
実
に
東
御
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て

い
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
魅
力
的
な

東
御
市
に
、
私
は
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て
、
産
業
、
観

光
な
ど
他
県
に
は
な
い
素
敵
な
部
分
を
沢
山
の
方
々

に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
発
展

す
る
東
御
市
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜
＊
〜

　
次
号
は
、
文
筆
業
・
講
演
業
を
さ
れ
て
い
る
藻
谷

ゆ
か
り
さ
ん
で
す
。

関
せき
　直

なお
輝
き

さん
（大石）

出身地：	東御市　Uターン

とうみの好きな所は？Q


